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Z205a ブレーザー TXS 0506+056における高エネルギーガンマ線放射・ニュートリ
ノ放射・宇宙線加速について
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Daniela Hadasch, 林田将明, 深見哲志 (東大宇宙線研), 手嶋政廣, Daniel Mazin (東大宇宙線研, MPI
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昨年、エネルギーが∼300 TeVのニュートリノが IceCubeによって検出され、その対応候補天体として、ブレー
ザー TXS 0506+056が明るい活動状態にあることが、Kanata、Fermi、MAGICを含む多波長追尾観測によって
明らかになった。このブレーザーが真のニュートリノ源である統計的信頼度は∼ 3σで、決定的とは言えない。ま
た、多くの従来のモデルでは、TXS 0506+056のようなBL Lac天体は、pγ反応のターゲットとなる光子の密度
が比較的低いため、有力なニュートリノ源とは考えられていなかった。
我々は、これらマルチメッセンジャー観測に対し、ガンマ線放射・ニュートリノ放射・宇宙線加速などの物理機

構を精査した上で、無矛盾に解釈できる理論モデルを検討し、次の結論が得られた。1) ジェットの構造として、理
論・観測双方で支持されている jet-sheath構造を考慮することで、必要な pγ反応の効率が説明できる。2) MAGIC
で観測された急な傾きを持つスペクトルは、pγ反応に伴って必然的に起きる γγ吸収の予想と一致しており、この
ブレーザーが真のニュートリノ源であることを裏付けている。本講演ではこの他、ガンマ線の external Compton
放射機構の重要性、陽子起源カスケード放射の寄与、加速陽子の最高エネルギーなどについて議論する。


